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尾
（鹿児島選挙区）
辻氏、羽

(全国比例区）
生田氏を全力で支持

　

参
議
院
議
員
選
挙
は
７
月
４
日
公
示
、
同
月
21
日
投
開
票
の
日

程
で
行
わ
れ
る
。
こ
の
選
挙
に
、
元
厚
生
労
働
大
臣
の
尾
辻
秀
久

氏
が
６
期
目
を
目
指
し
て
、
鹿
児
島
選
挙
区
か
ら
の
立
候
補
を
表

明
。
鹿
児
島
県
医
師
連
盟（
池
田

哉
委
員
長
）は
昨
年
６
月
９
日
、

い
ち
早
く
尾
辻
氏
の
推
薦
を
決
定
し
て
、
郡
市
医
師
連
盟
な
ど
と

連
携
を
と
り
な
が
ら
、
支
持
活
動
を
積
極
的
に
展
開
中
だ
。
ま
た
、

比
例
代
表
で
は
、
元
日
本
医
師
会
副
会
長
で
２
期
目
を
目
指
す
羽

　
鹿
児
島
選
挙
区
か
ら
出
馬
す

る
自
民
現
職
の
尾
辻
氏
に
関
し

て
は
、
鹿
児
島
県
医
師
連
盟
が

昨
年
６
月
、
い
ち
早
く
推
薦
を

決
め
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

池
田
委
員
長
は「
医
療
・
福
祉
の

　
比
例
区
で
は
、
自
民
党
公
認

で
2
期
目
を
目
指
す
元
日
医
副

会
長
の
羽
生
田
た
か
し
氏
を
推

薦
し
て
お
り
、
池
田
委
員
長
は

「
鹿
児
島
県
医
師
連
盟
の
総
力

を
挙
げ
て
、
前
回
以
上
の
勝
利

を
目
指
し
た
い
」と
決
意
を
表

　
７
月
の
参
院
選
挙
は
、
県
医
師

連
盟
の
組
織
力
、
医
政
へ
の
取
り

組
み
が
問
わ
れ
る
重
要
な
選
挙
に

な
る
と
考
え
ま
す
。
国
の
医
療
政

策
に
我
々
の
声
を
反
映
さ
せ
る
た

分
野
に
精
通
し
て
お
ら
れ
、
厚

労
大
臣
や
副
議
長
の
要
職
も
務

め
ら
れ
た
。
鹿
児
島
県
に
お
け

る
我
々
の
医
療
政
策
実
現
に
も

多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
」こ
と
な
ど
を
挙
げ
た
。

　
医
師
連
盟
が
推
薦
を
決
め
た

あ
と
、
自
民
党
鹿
児
島
県
連
内

で
候
補
者
の
調
整
が
行
わ
れ
た

結
果
、
同
年
６
月
16
日
尾
辻
氏

を
公
認
候
補
予
定
者
に
決
定
。

そ
の
後
自
民
党
の
公
認
候
補
と

し
て
、
正
式
に
決
ま
っ
た
。

　
尾
辻
氏
は
78
歳
。
県
議
を
経

て
１
９
８
９
年
参
院
選
挙
の
比

例
代
表
で
初
当
選
。
参
院
議
員

５
期
の
ベ
テ
ラ
ン
で
、
こ
れ
ま
で

財
務
副
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、

参
院
副
議
長
、
自
民
党
参
院
会

長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
て
お

り
、
そ
の
政
治
手
腕
、
政
治
理

念
は
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

　
尾
辻
氏
は
平
成
31
年
４
月
27

日
の
事
務
所
開
き
で
挨
拶
し
、

「
皆
様
の
ご
支
援
に
恥
じ
な
い
よ

う
、
選
挙
を
戦
い
抜
き
、
当
選

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
ら
、
た
だ

ひ
た
す
ら
国
と
国
民
の
為
に
働

き
ま
す
」と
決
意
を
述
べ
た
。
池

田
委
員
長
は「
鹿
児
島
に
と
っ

て
も
、
我
々
医
療
関
係
に
と
っ

て
も
、
な
く
て
は
な
ら
ぬ
存
在
。

圧
勝
を
め
ざ
し
、
戦
い
抜
く
」と

決
意
を
語
っ
て
い
る
。

　
令
和
元
年
６
月
15
日
に
は
、

鹿
児
島
県
医
師
連
盟
主
催
の「
羽

生
田
た
か
し
候
補
・
尾
辻
秀
久

候
補
総
決
起
大
会
」が
県
医
師

会
館
４
階
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、

日
本
医
師
連
盟
の
平
川
俊
夫
参

与
、
自
民
党
国
対
委
員
長
で
、

県
連
会
長
の
森
山
𥙿
衆
院
議
員

を
は
じ
め
、
地
元
選
出
国
会
議
員

や
、
鹿
児
島
県
の
医
療
関
係
者

が
多
数
参
加
、
両
候
補
を
激
励

し
、
全
力
で
戦
う
こ
と
を
誓
っ
た
。

　
選
挙
区
選
挙
に
は
、
尾
辻
氏

の
ほ
か
、
国
民
民
主
党
所
属
の

野
党
統
一
候
補
と
元
霧
島
市
長

の
無
所
属
新
人
２
人
、
政
治
団

体
公
認
の
新
人
１
人
が
立
候
補

を
予
定
し
て
い
る
。

明
し
て
い
る
。

　
羽
生
田
候
補
に
関
し
て
は
、

昨
年
7
月
3
日
の
日
本
医
師
連

盟
執
行
委
員
会
で
、
羽
生
田
氏

を
次
期
参
院
選
比
例
代
表
候
補

者
に
推
薦
す
る
こ
と
を
全
会
一

致
で
決
定
し
、
自
民
党
に
公
認

生
田
た
か
し
氏
を
推
薦
し
て
い
る
。
選
挙
区
の
尾
辻
氏
は
、
他
候

補
に
大
差
を
つ
け
て
の
勝
利
を
、
比
例
区
の
羽
生
田
氏
は
、
大
量

得
票
で
の
上
位
勝
利
へ
向
け
て
浸
透
を
図
る
構
え
。
池
田
委
員
長

は「
令
和
に
入
っ
て
の
、初
め
て
の
国
政
選
挙
。
ど
ち
ら
の
選
挙
も
、

日
本
医
師
連
盟
、
鹿
児
島
県
医
師
連
盟
の
威
信
を
懸
け
た
戦
い
に

な
る
」と
決
意
を
語
っ
て
い
る
。

尾
辻
氏
大
差
で
の
勝
利
を

羽
生
田
氏
、
前
回
よ
り「
上
位
」で
２
期
目
の
国
政
へ

圧
倒
的
勝
利
に
向
か
っ
て

を
申
請
し
た
。
自
民
党
は
同
年

7
月
20
日
、
羽
生
田
議
員
を
第

一
次
公
認
候
補
に
決
定
し
て
い

る
。

　
羽
生
田
た
か
し
氏
は
71
歳
で

群
馬
県
出
身
。
日
本
医
師
会
副

会
長
を
務
め
た
あ
と
、
平
成
25

年
7
月
の
参
院
選
全
国
比
例
区

に
、
自
民
党
公
認
候
補（
日
本

医
師
連
盟
の
組
織
内
候
補
）と

し
て
立
候
補
、
上
位
で
初
当
選

を
果
た
し
た
。
医
療
政
策
全
般

を
見
渡
し
た
政
策
通
で
あ
り
、

異
例
の
早
さ
で
、
参
院
厚
生
労

働
委
員
長
を
務
め
て
い
る
。

　
羽
生
田
氏
は「
す
べ
て
の
人

に
や
さ
し
い
医
療
を
実
現
し
た

い
。
な
ん
と
し
て
も
二
度
目
の

当
選
を
果
た
し
、
し
っ
か
り
と

し
た
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
」と
抱
負
を
語
り
、
日
本

医
師
連
盟
の
横
倉
義
武
委
員

長
は「
大
変
厳
し
い
選
挙
に
な

る
。
我
々
が
考
え
る
医
療
を
実

践
し
て
い
く
に
当
た
っ
て
、
他

の
医
療
関
係
団
体
の
組
織
代
表

候
補
が
多
数
出
て
来
る
な
か
で

の
ト
ッ
プ
当
選
を
果
た
す
こ
と

が
必
要
で
あ
り
、
私
が
先
頭
に

立
っ
て
努
力
を
尽
く
す
」と
決

意
を
述
べ
て
い
る
。

　
池
田
委
員
長
は
、「
少
子
・
高

齢
化
が
進
む
な
か
、
こ
れ
か
ら

の
６
年
間
が
社
会
保
障
制
度
に

と
っ
て
一
番
大
事
な
時
期
に
な

る
。
そ
れ
だ
け
に
、
両
氏
に
は

な
ん
と
し
て
も
勝
利
し
て
ほ
し

い
」と
語
っ
て
い
る
。

め
に
も
、
尾
辻
先
生
、
羽
生
田
先

生
の
圧
倒
的
勝
利
の
た
め
に
、
先

頭
に
立
っ
て
奮
闘
す
る
決
意
で
あ

り
ま
す
。

　
尾
辻
先
生
は
、
厚
生
労
働
大
臣

を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、厚
生
行
政
、

医
療
に
精
通
し
て
お
ら
れ
、
こ
れ

ま
で
、
が
ん
対
策
基
本
法
や
、
成

育
基
本
法
の
制
定
に
尽
力
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。「
子
供
は
日
本
の

宝
」だ
と
、
子
育
て
政
策
に
も
力
を

注
い
で
お
ら
れ
ま
す
。
何
と
し
て

も
国
政
に
送
り
出
さ
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
羽
生
田
先
生
は
、
医
療
政
策
全

般
に
精
通
し
て
お
ら
れ
、
日
医
の

政
策
を
国
政
で
実
現
さ
せ
る
こ
と

に
つ
い
て
も
、
十
二
分
に
力
を
発

揮
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
子

供
た
ち
を
支
援
す
る
た
め
、
成
育

基
本
法
を
大
き
く
育
て
て
い
き
た

い
と
張
り
切
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
は
、
友
人
や
知

人
に
も
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、

県
医
連
が
一
丸
と
な
っ
て
戦
い
抜

く
こ
と
こ
そ
が
勝
利
に
繋
が
る

と
、
信
じ
て
疑
い
ま
せ
ん
。
共
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

県
医
師
連
盟
委
員
長
　
池
田

哉

参
院
選 

７
月
４
日
公
示
、
21
日
投
票
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■日本の未来を産み育てる法律の充実に取り組みます
妊娠期（胎児期）から新生児期、乳幼児期、学童期及び思春期の各段
階を経て成人期の産み育てる側となる切れ目のない一連のサイクルで
とらえた、昨年12月８日に成立した「成育基本法」が充実した運用を
成されるべく、成育医療等協議会の設置や運営が地域に見合った体制
となるようつとめます。

■国民皆保険を守ります
誰もが、いつでもどこでも、最良の医療を受けられるように、国民皆
保険を守り、国民が必要とする医療を、最適なかたちで受けることの
できる社会をつくります。

■被災地の方々の健康維持に努めます
今なお不自由な生活を余儀なくされておられる被災された方々に寄り
添いながら一日も早い復興政策に尽力します。被災者健康支援連絡協
議会事務局長の経験を生かし、参議院東日本震災復興特別委員会委員
として、心の支えを必要とする医療提供体制の充実と継続的支援に努
めます。

■地域に密着した医療・介護・福祉を創ります
身近で、暮らしと強く結びついた地域医療を目指して、地域の皆様の
安心な毎日のため、高齢社会を踏まえ、それぞれの地域に応じた医療・
介護・福祉など提供体制を充実します。

■永年の医師会経験を生かした医療政策の提言をします
昭和62年から前橋市医師会理事、群馬県医師会理事、日本医師会副会
長などを歴任し、永きに渡り医師会活動に従事した経験を生かして、地
域医療を守るという観点から山積する諸課題にしっかり取り組みます。

■地域医療と医師の健康を守る働き方改革の実現に向けて
「地域医療の継続性」「医師の健康への配慮」という２本柱を軸に、
労働時間の上限の考え方や地域医療への影響、そして患者の求める医
療提供体制の整備や自己研鑽・研究と労働など、しっかりと検証した
上で、自民党PT座長として示すべき方向性を導きます。

■医師と患者の信頼関係を構築します
患者会、日本医師会とともに、わが国の医療のすがたを患者・国民と
医師・医療との間の信頼関係に根ざしたものとしていくために、「医
療基本法」の制定を目指しています。

　政治家は全体をみる鳥の目と細かいところをみる虫の目が必要だ
が自分は虫の目を持って政治活動にのぞむ。光のあたらないところ
に光を当てたい。

■平和な国
・初心を忘れず、恩を忘れず、いつまでも「ご英霊（国のために亡くなっ
た方）の心を心として」平和な国を護ります。

・調和のとれた社会が理想です。
　国と地方、政と官と民、共にぎすぎすしないように「和をもって尊し」
とします。

■生涯現役社会の実現
・健康寿命（健康にいきている年齢）を85歳（女性の平均寿命）に引き上
げられるように、がん対策、生活習慣病対策、自殺対策、運動器健康
維持対策など、保険と医療の充実・促進に努めます。

・定年制の廃止を目指します。

■ユニバーサル（共生）社会の実現
・人間一人ひとりが、尊厳を持って生きることのできる社会づくりをい
たします。

・みんなが「誇りと役割を持って生きていくことの大切さ」を実感でき
る社会を目指します。

・「機会均等社会」にします。生まれや育ちでスタートラインに差があっ
てはいけません。

　（３歳で父を亡くし、20歳で両親を失った私の痛切な思いです）

■心と体に優しい国
・「食育」は、個々の健康のためにも、美しい家庭を守るためにも重要
なことです。「食育」という日本の伝統を大切にします。

■子供は日本の宝
・産みやすい環境をつくることももちろん大切ですが、産まれてきた子
どもを大切に育てることが最優先の少子化対策であると考えていま
す。

　そのために保育所の役割はますます重要です。
　保育制度を死守します。
・地域全体による子育て、教育は薩摩の文化・伝統です。

■社会保障の拡充
・日本の宝である国民皆年金（みんなが年金に加入している）制度と皆
保険（みんなが医療保険証を持っている）制度は、どんなことがあっ
ても守っていきます。

・負担された保険料は、全て年金給付につながるようにします。
・国民負担率（収入のうち、公的保険の保険料を含めて税金を納める割
合）を50％にして、弱者に優しい国にしたいと考えています。

・「消費税を上げ、その分を福祉に使う目的税にすべき」が私の持論で
す。

すべての人にやさしい
医療・介護を

虫の眼をもって
　　政治活動

　比例代表の選挙では、「政党名」もしくは「個人名」で投票します。
政党名の投票者数とその政党の属する候補者への個人名での投票数を
合計し、その投票数に応じて各政党への議席配分が決まります。その
議席配分から「個人名」での投票数の多い順に当選者が決まります。
候補者の政策などを吟味して、ぜひ個人名での投票を。

個人名で投票を

子どもたちの
未来の 
ために


